平成２７年度　第１４回人事委員会会議結果
	１　開催日時


　　　平成２７年１０月６日（火）午前１０時００分～１０時３０分
	２　開催場所


　　　鳥取県西部総合事務所　本館３階　第４会議室
	３　出席者


【人事委員】　　　委 員 長    曽　我　紀　厚

　　　　　　　　　　委　　員　　中　原　　　都
　　　　　　　　　　委　　員　　上　田　博　久

【事務局職員】　　事務局長　　三王寺　由　道　　次長兼任用課長　　谷　口　正　博

　　　　　　　　　　給与課長　　吉　野　一　朗　　係　　　　　長　　向　井　京　子
　　　　　　　　　　係　　長　　古　川　真　史
【傍聴者】　　　　なし
	４　議　題


・議案第１号　職員の給与に関する報告及び勧告並びに人事管理に関する報告について

・議案第２号　平成２７年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度（追加募集：事務・土木・獣医師））の実施について
	５　議事の公開・非公開


議事について公開又は非公開のどちらとするかについて審議を行い、公開とすることについて全員の合意を得た。

	６　議事


１　議案第１号

職員の給与に関する報告及び勧告並びに人事管理に関する報告について事務局が説明し、原案のとおり決定した。
【説　明】

当委員会は、地方公務員法第26条等の規定に基づき、毎年少なくとも一回は職員の給料表が適当であるかについて、県議会及び知事に対して給与に関する報告等を行っており、併せて必要な勧告を行っている。

　　今年も、給与報告・勧告に当たり、職種別民間給与実態調査により県内民間事業所従業員の給与・賞与等の調査を行い、併せて県職員の給与の実態等も把握したところ。

　　その後、委員の皆様におかれては、これら実態調査結果の他、職員団体との意見交換を行っていただき、任命権者の意見等の把握も行いながら、国及び他の地方公共団体の給与勧告等の状況、県内の経済・雇用情勢、地方公務員法に規定する諸事情、諸情勢を総合的に勘案し、本年の給与報告・勧告等の内容についてこれまでご検討いただいたところ。

　　本日、その内容が取りまとまったので、付議するものである。

　　議決後は、鳥取県議会議長及び鳥取県知事に対し、以下のとおり給与報告・勧告を行う予定である。

①報告・勧告日

　　平成２７年１０月６日（火）

②報告及び勧告の内容

　　別冊（案）のとおり
２　議案第２号

　　平成２７年度鳥取県職員採用試験（大学卒業程度（追加募集：事務・土木・獣医師））の実施について事務局が説明し、原案のとおり決定した。
【説　明】

　平成２８年４月１日採用予定の採用試験を以下のとおり実施しようとするもの。
（１）概　要

①募集職種・採用予定者数

	職　　種
	採用予定者数

	事　務
	一般コース
	２名程度

	
	総合分野コース
	２名程度

	土　　　木
	１名程度

	獣　医　師
	２名程度

	計
	　７名程度


②受験資格

ア　年齢等
獣医師：昭和４０年４月２日以降に生まれた人
その他の職種：・　昭和５５年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた人
・　平成６年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業した人若しくは平成２８年３月３１日までに卒業する見込みの人又は鳥取県人事委員会がこれらと同等の資格があると認める人

イ　資格・免許等

獣医師には、職種に係る免許が必要。

ウ　国籍

日本国籍を有しない人にあっては、就職に制限のない在留資格を取得しているか、平成２８年３月３１日までに取得見込みであれば受験可能。

③試験日程

	受　付　期　間
	１０月２３日（金）～１１月１６日（月）（消印有効）
（インターネット受付：１０月２３日（金）午前０時～１１月１１日（水）午後１２時）

	第１次試験
	試験日
	１２月６日（日）

	
	試験会場
	鳥取県庁会議室

	
	試験種目
	教養試験、専門試験、論文試験、適性検査

	
	合格者発表
	１２月２２日（火）（予定）

	第２次試験
	試験日
	１月中旬のうち指定する１日（予定）

	
	試験会場
	鳥取県庁会議室

	
	試験種目
	人物試験（集団討論及び個別面接）

	
	採用候補者発表
	１月下旬（予定）


（注）　第１次試験で実施する論文試験の評価は第２次試験で行う。（第１次試験合格者のみ採点。）

また、第１次試験で実施する適性検査の検査結果は、第２次試験の人物試験の参考として使用する。（第１次試験合格者のみ判定。）

（２）広　報
平成２７年１０月１３日付けの鳥取県公報に登載し、別途受験案内を作成する。
【質　疑】

委　員
獣医師は元々何名採用予定であったか。

事務局
４名。そこで当初の試験で合格を４名出したが、うち１名について他県出身の方が地元も受けていて、やはり地元の方をということで辞退された。

また、追加で１名中途退職者が出た。よって合わせて２名を追加募集するもの。

委　員

来年度以降、同じことがないようにしなければいけない。

今後の民間等の採用の流れがどうなるのか、ということも大いにあると思うので、そこは検討をしっかりする必要があると思う。

委　員

同じようなことがずっとこれから続くと思う。

実際に自社でも、再来年度以降の採用が非常に厳しいということで、お金をかけてパンフレットを新しく作り直し、もっと魅力的な内容にした。

何らかの手を打たないと、来年も再来年も同じことになってしまう。これは本当に課題である。

	７　次回人事委員会の開催


　　平成２７年１０月１９日（月）午前１０時から開催することとした。
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